
中学校・社会科 公民的分野・「私たちが生きる現代社会と文化の特色」①

現代日本の特色として少子高齢化，情報化，グローバル化などが見られること，現代社会における文化の意義や影響について理解する。
位置や空間的な広がり，推移や変化などに着目して，新聞記事等の資料をもとに，少子高齢化，情報化，グローバル化などが現在と将来
の政治，経済，国際関係に与える影響，文化の継承と創造の意義について多面的・多角的に考察し，表現する。私たちが生きる現代社
会と文化の特色について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を身に付ける。

子供一人一人が「現代日本の社会にはどのような特色が見られるだろうか。」という問題意識をもち、問題解決の見通しをもった
後、必要な情報を収集したり、収集した情報を読み取ったり、読み取った情報を分類・整理して話し合ったりする際に１人１台のＩＣＴ
端末を活用することで、学習活動の幅を広げることができる。

単元を貫く問い「現代日本の社会と私たちにはどのような関わりがあるだろう」のもとで
現代日本の特色を理解し，文化の継承と発展を目指す地域の実態を把握する。
○「考察し、構想する場面」において
単元を貫く問いについて考察し，構想する場面において，社会的事象等の意味や
意義，特色や相互の関連を考察するとともに，社会に見られる課題を把握して解決
に向けて構想する。その際，１人１台のＩＣＴ端末を活用することで，新聞記事等
の情報を探して，「新聞記事の概要」「考えたこと，疑問に思ったこと」「現代日本と新
聞記事との関わり」「現代日本の社会への考え」といった観点から，現代日本の特色や
課題を考察することができる。
○「考察したことや構想したことをまとめる場面」において
課題解決に向けて，考察したことや構想したことをまとめる場面において，学習課題
を振り返って結論をまとめ，まとめた結論について他の生徒と意見交換を行い，学習
課題についてまとめる。その際，１人１台のＩＣＴ端末を活用することで，他の生徒
との意見交換を充実させ，多くの生徒の考えに触れさせることで，現代日本の社会の
課題の解決に向けて，多面的・多角的に考察することができる。
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【考察したことや構想したことをまとめる場面】

【考察し、構想する場面】

【活用したソフトや機能】 学習支援ソフト

問い：「現代日本の社会にはどのような特色が見られるだろう
か。」
・学習支援ソフトのチャット機能やファイル共有機能を活用し
て，生徒一人一人の探した新聞記事や関連する資料・統計
等を掲載して，気付いたことや考えたことを入力する。

ＩＣＴ活用のメリット

問い：「現代日本の社会の課題をどのように解決したらよいだ
ろうか。」
・ 学習支援ソフトのチャット機能やファイル共有機能を活用して
自分以外の生徒の探した新聞記事や関連する資料・統計等
へのコメントに、賛成・反対等の意見や考えを入力する。
・学習支援ソフトのチャット機能やファイル共有機能を活用して
自分の考えをまとめて，発信する。

ＩＣＴ活用のメリット

○インターネットで得た情報の整理・活用
○複数の生徒の考えの即時の共有
○端的に自分の考えをまとめる技能の習得

○相互の意見交換の経過に基づく自分の考えの再構築
○自分の学習過程と成長の可視化

ある生徒は， ICT端末を活用して探した「プラスチックゴミ」の新
聞記事をもとに，持続可能な社会のしくみに気づき、考察する。
（情報の収集／情報の読み取り）

ある生徒の持続可能な社会での「プラスチックゴミ」の課題に関す
る考えに対して，グループの生徒一人ひとりが， ICT端末を活用
して，賛成・反対の意見や考えを入力する。（相互の意見交換）

ある生徒の探した新聞記事


